











































してきたいわゆる “ 新住民 ” 2）が、「“ 旧住民 ” の
暮らし」について言及する際に用いることもある。
さらに、日野の居住歴から言えば “ 旧住民 ” にあ





の “ 旧住民 ” の暮らし」ぶりを評して表現される
ことがある。
















示している。日野市における “ ムラ ” とは、この
ようにして立ち現れてくる。
　この「都市 / まちの中のムラ」の正体に迫ろう




上 , 2011:11）。「農業が大前提」であり、個々の “い
え ”（家族労作経営）の存続を支える共同労働組







　こうした中で都市農業は、もはや “ ムラ ” を形




















































































































































































































































































































































































し、面積は 27.53km2、総人口はおよそ 18 万人、
約 8 万世帯が居住している（2012 年現在）。日野





















（昭和 35）年には約 384ha であった水田面積が、
1970（昭和 45）年には約 276ha、1980（昭和
55）年には約 141ha と激減した。さらに 1990（平
成 2）年には約 81ha、2000（平成 12）年には約





















年　代 ～ 1960 1960 ～ 1975 1975 ～ 1990 1990 後半～



























“ 環境用水 ” 化を図る
施策や取り組み
























































































































































写真：堀浚いの作業の様子（2010 年 5 月著者撮影） 写真：堀浚いが終わった後の語らい（2010年5月著者撮影）






































































































































































































































 （2010 年 5 月著者撮影）





































































































































である。都市 / まちの中の “ ムラ ” とは、都市 /











































































































































































22）年 8 月から 2011（平成 23）年 9 月にかけて、







































19） 例えば日野市において、およそ 400 世帯中農家
戸数が 20 戸程度で、水田耕作を行う農家も比
較的残っていた（2010 年時点で 15 戸、用水路
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